
2023年10月30日

埼玉県テニス協会

出場チームの代表者は、締切り日までにすべての書類に間違いがないことを確認の上、

メールで埼玉県テニス協会に提出するようお願いいたします。

1 主　　催 埼玉県テニス協会

2 共　　催 埼　玉　県

3 協　　賛 (株）ダンロップスポーツマーケティング

4 会　　場 大宮第二公園第一テニスコート（砂入り人工芝コート）

5 期     日 2024年 1月20日 (土）21日(日）　予備日2月4日(日）

6 種　　目 一般男子単１・複１、ベテラン１部男子複１、ベテラン２部男子複１

一般女子単１・複１、ベテラン１部女子複１　　　　・・・　合計７ポイントの団体戦

7 試合方法 １６チームでトーナメントを行い、優勝を決定する。

本戦は、８ゲームプロセット(8‐８タイブレーク)・ノーアドバンテージ方式

親善試合は、１セットマッチ（6-6タイブレーク）・ノーアドバンテージ方式

勝敗が決定すれば単は打ち切るが複は全て行う。ただし初回戦は７ポイント全てを行う。

8 試合順序 ①一般女子複  ②一般男子複  ③ベテラン１部男子複  ④ベテラン１部女子複

⑤ベテラン２部男子複  ⑥一般女子単  ⑦一般男子単

9 使用球 ダンロップフォート

10 登録人数 一般男子、一般女子、ベテラン１部男子、ベテラン１部女子、ベテラン２部男子　各３名以内  

監督・マネジャー各１名の合計１２名以内（監督・マネジャーは選手との兼任可）

※ベンチコーチは選手以外でも可（ただし、服装はテニスウェアー着用）

※登録後の選手変更は各種目１名以内とする。

1月17日(水)（大会初日の3日前）17：00までに選手変更用紙をメールで協会へ提出すること。

　運営委員会で資格確認を行い、代表者・監督者会議で承認を得ることとする。

　大会開催が天候状況により延期になった時は変更締切日も延期される。

11 参加資格

（１）当年度6月30日以前から出場郡市に在住又は在勤しており、その郡市から会員登録されている

　　埼玉県テニス協会の会員であること。(会員とは県に名簿登録されている人)

（２）該当年齢

一般　男子・女子 （ただし高校生を除く） 2005年   4月 1日以前出生の者

ベテラン１部　男子・女子（満４５歳以上） 1979年 12月31日以前出生の者

ベテラン２部　男子（満５５歳以上） 1969年 12月31日以前出生の者

第38回  埼玉県都市対抗テニス大会

第36回  県民総合スポーツ大会

第47回全日本都市対抗テニス大会　県予選会

≪　開　催　要　項　≫



(3)大学生は、以下のいずれかに該当し、当年度　6月30日以前から県及び当該郡市テニス協会に名簿

　　登録されていること。　　

①出場郡市に在住している者

②出身中・高の所在地が出場郡市にある者

③在籍する大学の所在地が出場郡市にある者

（４）地区予選に出場した者は、本戦では「地区予選時の郡市」以外からは出場できない。

転勤・転居等による変更があった時は、前年以前の出場郡市を変更できる。それ以外では、

２年間出場しなかった場合に、３年前とは異なる郡市から出場できる。

（５）出場資格に違反した場合は、チームの出場資格を失う。この審査は大会運営委員会が行い、最終的

　　　に執行部会が決定し、その後の常務理事会又は理事会で承認を得る。

（６）在住、在勤の定義は県テニス協会の規定に従う。具体的には以下の通りとする。

「在住」…会員登録時に「日常生活」している実態があり埼玉県内に住民票があること

「在勤」…会員登録時に埼玉県内の会社、事業所と雇用契約を結び、現実に通勤して

　　　　 　主たる勤務実態があること。（具体的には週４０時間の半数を超えて勤務）

　　 　　　＊短時間、短期間のアルバイト等は「在勤」として認めない。

12 参加料 １チーム ３０，０００円　（代表者・監督者会議の前に受付で納めること）

13 出場数 １６チーム 東部（3）・西部（4）・南部（5）・北部（4）

　ボーナス枠  ：２チーム（優勝…南部１、  準優勝…南部１）

　抽　選　枠   ：２チーム（西部１、　北部１）

14 ドロー会議   2023年12月15日(金) 19：00  　　埼玉県テニス協会事務所

15 代表者・監督者会議 2024年　 1月20日(土) 　8:00 大会会場本部前

16 申込締切 2023年 12月11日(月) 16:00

出場チームの代表者は選手資格を確認し、「出場選手登録名簿」を添付してメールで申込むこと。

17 申込先 埼玉県テニス協会　　 メールの件名は、「都市対抗テニス大会」　とすること。

メールアドレス　　jimukyoku@sta-tennis.org

18 役　員 ディレクター 名倉安代

ｱｼｽﾀﾝﾄﾃﾞｲﾚｸﾀｰ 松下広子

レフェリー 森　洋子

ｱｼｽﾀﾝﾄﾚﾌｪﾘｰ 野本淳子　奥村奈津子


